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モバカルネット機能追加（2022 年 1 月） 

2022 年 2 月 2 日 

 

機能追加 

1. 患者のバイタルデータを一括で入力できるようにしました。 

2. 使用頻度の高い病名を保険病名登録時に優先して候補表示できるようにしました。 

3. カルテ記載時に院外処方のセットを登録できる機能を追加しました。 

4. 外来受付から問診・バイタルを入力できるようにしました。入力後はステータスを 

「診察待ち」に変わるようにしました。 

5. 書類 BOX の書類を FAX した際に送信履歴を残す機能を追加しました。 

6. 情報・集計タブの FAX 送信履歴 に検索機能を追加しました。 

7. 5-4.介護事業所登録で登録した事業所の表示順を設定する機能を追加しました。 

8. 2-4.カスタムウィザードカテゴリで登録した項目を非表示にする機能を追加しました。 

 

 

文書関連 

1. 医事文書に「ラゲブリオ®カプセル適格性情報チェックリスト」を追加しました。 

2. 「居宅療養管理指導書(汎用)」の日付欄をカレンダーから入力できるようにしました。 

3. 「在宅医療計画書」の次回訪問予定日の入力文字数を 256 文字に拡張しました。 

4. 「在宅療養計画書（兼同意書）２」の「生年月日」に「再計算」ボタンを追加しました。 

5. 医事文書作成画面において「サマリー表示」「過去所見」等の項目がない文書に項目を 

追加しました。 

6. リハ文書の「リハビリテーション実施計画書(3)」の編集ができないのと表示が正しくない 

不具合を修正しました。 

 

軽微な修正 

1. ホーム画面の重症患者の並びを入院日の古い順にしました。 

2. 待機患者の登録画面で削除ボタンの位置を左に変更しました。 

3. カルテとサマリを同時編集時、サマリの病歴に変更がなければカルテ更新時にアラートを出さな

いようにしました。 

4. 脈拍と呼吸数に整／不整を入力できる機能を追加しました。 

5. カルテ入力の診療日に診察開始ボタン押下時の日付をセットするようにしました。 

6. カルテ定型文からカルテ入力画面のすべてのテキスト欄に入力できるようにしました。 

7. 処方追加で薬剤入力後に見出しを変更したとき、数量も保持するようにしました。 

8. 薬剤 1 本当たりの数量のポップアップ画面の並び順を 6-7 薬剤単位設定画面に合わせました。 

9. 病名チェックで表示される候補窓の位置を見直しました。 

10. 処方追加で「調べる」をクリックした際に薬剤名末尾の*を除外するようにしました。 
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11. 病名の転帰を取り消したときに保険病名に反映されない不具合を修正しました。 

12. 病名を付けた後にカルテの日付を変更するとカルテから病名が消える不具合を修正しました。 

13. 通常のカルテ画面で編集すると、外来オプションのオーダータブから入力した算定項目が消える

不具合を修正しました。 

14. レセコン（ORCA・ちゃお）から患者登録したときも、サマリの変更履歴に残すようにしました。 

15. サマリー基本情報の編集画面で「ADL」の表記を「心身の状態」に変更しました。 

16. 制限ユーザーに対して一部の画像が表示されない不具合を修正しまた。 

17. 物品の表示順を品名順にしました。 

18. 処置内の品目を個別に削除／再登録した場合に対象品目が重複して表示される不具合を 

修正しました。 

19. 予定登録時に同行者を入れられるようにしました。 

20. 月予定のコピー時に件名のコピー有無を選択できるようにしました。 

21. 提携先クリニックの在宅予定は変更できないようにしました。 

⇒2/3 に実装を取りやめ元の仕様に戻しました。  

22. 準備カルテ作成時の「前回カルテ」のコピー元から「その他」と「文書」を除外しました。 

23. iPad や iPhone で、在宅予定で表示されている診療タイプが、カルテ新規作成時に反映されない 

不具合を修正しました。 

24. 外来受診予約票に曜日の表示を追加しました。 

25. 外来予約の週表示、日表示のデザインを見直しました。 

26. 外来受付からカルテ入力に遷移する際の確認でキャンセルしても機能しない不具合を 

修正しました。 

27. ORCA で患者登録後にモバカルの外来受付を修正すると、カルテ作成時に保険・公費が正しく 

セットされない場合がある不具合を修正しました。 

28. 職種別文書の患者の並びを 50 音順に統一しました。 

29. 職種別文書の FAX送信時のタイムアウトの時間を長くしました。 

30. 記録・文書＞一括処理をする際に非アクティブにしたユーザーは表示しないようにしました。 

31. レセプト＞施設別一覧で「送信済み」ステータス表示を追加しました。 

32. レセプト>予定実績管理で居宅・施設の絞り込み「なし」を指定できるようにしまた。 

33. 収納管理の請求書に自費を項目ごとに金額を表示するようにしました。（日レセクラウド連携） 

34. 検査カテゴリを非表示にできるようにしました。 
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1. 患者のバイタルデータを一括で入力できるようにしました。 

「記録・文書」＞「バイタル」から施設ごとのバイタル一括入力ができるようになりました。 

 

 

【入力手順】 

バイタルを入力し、個別に患者カルテへ送信したい場合は右端の「送信」ボタンを、一括で送信したい場合は 

「一括送信」ボタンを押します。 

ボタンを押すと下記のポップアップが表示されますので、計測時間を設定し「送信ボタン」を押し保存してく

ださい。「温度板に反映」にチェックすると、患者の「看護記録」＞「温度板」画面にも情報が反映します。 

 

 

【カルテなどへの反映手順】 

◆カルテに反映させる場合： 

カルテ画面を開き、「バイタル取得」ボタンを押してください。 

 

 

◆温度板へ反映させる場合： 

自動で「看護記録」＞「温度板画面」にバイタル情報が反映しますので、操作不要です。 

※「看護記録」＞「看護記録」のバイタル欄には一括入力の情報は反映しません。 
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【補足】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 使用頻度の高い病名を保険病名登録時に優先して候補表示できるようにしました。 

患者カルテで病名をつける際、設定した病名が候補欄に優先して表示させられるようになりました。 

【設定手順】 

「設定」＞「6-8.頻出病名」を開き、病名欄に優先して表示させたい病名を入力します。 

（欄下に出てくる候補から選択してください。編集病名は設定できません） 

 

【カルテでの表示について】 

「6-8.頻出病名」で登録した病名は、カルテ等で保険病名を登録する際に優先して表示されます。 

（目印に*マークが付きます） 

※頻出病名に設定した病名はダブって表示されますが、どちらを選択しても問題ありません。 

 

「記録・文書」＞「バイタル」画面入力前に「看護記録」に入力したバイタル情報は、 

「バイタル」画面に自動反映されます。 

 

 

「記録・文書」＞「バイタル」から入力した後に、看護記録のバイタル情報を入力すると 

「バイタル」画面の値が上書きされてしまうためご注意ください。 
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3. カルテ記載時に院外処方のセットを登録できる機能を追加しました。 

カルテ入力画面からも、院外処方セット登録ができるようになりました。 

登録したセットは、「設定」＞「2-1.処方・算定項目セット」に新規登録されます。 

※既存の処方セットは、カルテ画面から追加・編集することはできません。 

 
 

 

4. 外来受付から問診・バイタルを入力できるようにしました。 

入力後はステータスを「診察待ち」に変わるようにしました。 

「外来」＞「外来受付」に問診ボタンが追加されました。 

問診ボタンは外来ステータスが「予約」または「受付済」の時に表示されます。 

 

 

 

 

 

※問診内容を修正したい場合は、外来受付画面で 

修正ボタンを押し、ステータスを「受付済」に戻して 

いただくと修正できるようになります。 
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※問診ボタンから入力した内容は、「診療タイプ：外来」の中断カルテとして保存されます。 

診察開始日時は、問診登録した時間で設定されますので必要に応じて修正してください。 

 

 

診察時間を修正したい場合は、所見の診察日欄にある鉛筆マークを押すと現在時刻で上書きされます。 

 

 

 

5. 書類 BOX の書類を FAX した際に送信履歴を残す機能を追加しました。 

送信履歴は「情報・集計」＞「FAX 送信履歴」からご確認いただけます。 

※書類 BOX から FAX ができるのは、モバカル FAX をご利用の場合のみです。 

 

 

6. 情報・集計タブの FAX 送信履歴 に検索機能を追加しました。 

「情報・集計」＞「FAX 送信履歴」で履歴の検索ができるようになりました。 

検索条件にユーザー選択・患者選択を設定する際は、欄下に表示される候補から選択して設定してください。 

 

検索欄の項目名 検索対象 

ユーザ選択 送信者欄の情報を元に検索します。 

患者選択 患者名欄の情報を元に検索します。 

期間 送信日時の情報を元に検索します。 
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7. 5-4.介護事業所登録で登録した事業所の表示順を設定する機能を追加しました。 

「設定」＞「5-4.介護事業所登録」で優先度を設定できるようになりました。「レセプト」＞「施設別一覧」

＞「給管帳連携」の介護事業所欄、および「収納管理」の介護事業所欄の表示順に反映します。 

 

 

 

8. 2-4.カスタムウィザードカテゴリで登録した項目を非表示にする機能を 

追加しました。 

「設定」>「2-4.カスタムウィザードカテゴリ」で非表示にチェックすると、カルテ入力・編集画面の 

入力支援メニューからカテゴリごと非表示になります。 

 

 

大きい数字ほど上に表示されます。 

ここに表示されなくなります。 
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文書関連 

 

1. 医事文書に「ラゲブリオ®カプセル適格性情報チェックリスト」を追加しました。 

「患者情報」＞「医事文書」に「ラゲブリオ®カプセル適格性情報チェックリスト」を実装しました。 

 

 

 

2. 「居宅療養管理指導書(汎用)」の日付欄をカレンダーから入力できるように 

しました。 

文書作成画面で、「診療日（検索用）」「出力日付」「次回診療日」を入力する際に入力補助として 

カレンダーで日付選択できるようになりました。 

 

 

 

3. 「在宅医療計画書」の次回訪問予定日の入力文字数を 256 文字に拡張しました。 

医事文書の、「在宅医療計画書」及び「在宅医療計画書（痴呆なし）」の訪問診療予定日に 7 日分以上 

入れられるようになりました。 

 

00 

0 

00 
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4. 「在宅療養計画書（兼同意書）２」の「生年月日」に「再計算」ボタンを 

追加しました。 

再計算のボタンは、保存済文書に編集で入った場合に表示されます。 

 

 

 

5. 医事文書作成画面において「サマリー表示」「過去所見」等の項目がない文書に 

項目を追加しました。 

 

 

 

6. リハ文書の「リハビリテーション実施計画書(3)」の編集ができないのと表示が 

正しくない不具合を修正しました。 
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軽微な修正 

 

1. ホーム画面の重症患者の並びを入院日の古い順にしました。 

患者サマリの入退院履歴や、サマリの患者ステータスが混在している場合は、下記の順番で表示されます。 

 

※「患者サマリ」＞「入退院履歴」の種別が「入院」になっていて、入所・入院日が入っている状態の患者が 

優先して表示されます。 

※「患者サマリ」の患者ステータスが「入院中」になっている患者は、後に表示されます。 

※入院・入所日が同じ日を設定している場合、または入退院履歴未設定でサマリの患者ステータスが 

「入院中」の人が複数いた場合の並び順はランダムになります。 

 

 

2. 待機患者の登録画面で削除ボタンの位置を左に変更しました。 

「患者情報」＞「待機患者」に登録した患者情報編集画面の削除ボタン位置を変更しました。 

 

 

 

3. カルテとサマリを同時編集時、サマリの病歴に変更がなければカルテ更新時に 

アラートを出さないようにしました。 

 

 

4. 脈拍と呼吸数に整／不整を入力できる機能を追加しました。 

「カルテ入力」または「看護記録」の脈拍入力欄、呼吸数入力欄に対して「整」「不整」の選択ができるように

なりました。 

 

 

 

 



NTT Electronics Techno Corp. Confidential 

 

5. カルテ入力の診療日に診察開始ボタン押下時の日付をセットするように 

しました。 

深夜の往診対応でカルテ記入時に日付をまたいでしまう場合、カルテ入力時に「診察開始ボタン」を押すと 

カルテ診療日が翌日の日付に更新されるようになりました。 

 

 

 

6. カルテ定型文からカルテ入力画面のすべてのテキスト欄に入力できるように 

しました。 

従来の仕様では所見欄にしかカルテ定型文を挿入できませんでしたが、下記の欄にも挿入できるように 

なりました。（カルテ定型文は、「設定」＞「7-1.カルテ定型文」から登録・編集できます。） 

・行為備考 

・院内/院外処方の備考欄 

・カルテメモ 

・注射せん 

 

※定型文を入れたい欄をクリックしてから、所見枠の中にある「定型」ボタンから文言を選択してください。 

 

 

 

7. 処方追加で薬剤入力後に見出しを変更したとき、数量も保持するようにしました。 

 

 

8. 薬剤 1 本当たりの数量のポップアップ画面の並び順を 6-7 薬剤単位設定画面に

合わせました。 
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9. 病名チェックで表示される候補窓の位置を見直しました。 

薬剤病名チェックのポップアップが処方の枠の左側に表示されるようになりました。 

 

 

 

10. 処方追加で「調べる」をクリックした際に薬剤名末尾の*を除外するように 

しました。 

医薬品情報検索画面を開いた際に、薬剤名入力欄に「*」が追加で入ってしまう場合があるのを修正しました。 
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11. 病名の転帰を取り消したときに保険病名に反映されない不具合を 

修正しました。 

病名の転帰欄で「取消」が選べるようになりました。 

転帰情報を取り消したい場合は、転帰登録したカルテに編集で入り「▼選択」か「取消」に選択し直して 

転帰日を消してください。その状態でカルテを保存すると、継続病名に戻ります。 

 
 

 

 
 

 

12. 病名を付けた後にカルテの日付を変更するとカルテから病名が消える 

不具合を修正しました。 

 

 

13. 通常のカルテ画面で編集すると、外来オプションのオーダータブから 

入力した算定項目が消える不具合を修正しました。 

外来オプションでオーダータブから入力した算定項目が、過去カルテ＞編集した際に通常画面に戻しても 

消えないようにしました。 

 

 

14. レセコン（ORCA・ちゃお）から患者登録したときも、サマリの変更履歴に    

残すようにしました。 

編集履歴は、「患者カルテ」画面＞「サマリー」＞「編集履歴」から確認できます。 

 

 

 

「▼選択」か「取消」に選び直し、 

転帰日を消します 
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15. サマリー基本情報の編集画面で「ADL」の表記を「心身の状態」に 

変更しました。 

サマリー基本情報の「ADL」項目名を「ADL」から「心身の状態」表記に変更しました。 

 

 

 

16. 制限ユーザーに対して一部の画像が表示されない不具合を修正しました。 

サマリー内に「3-1.サマリ項目」から追加したオリジナル項目に登録した画像が、「設定」＞ 

「1-3.ユーザ管理」＞機能・閲覧制限「あり」になっているユーザーにおいて表示されない不具合を 

修正しました。 

 

 

17. 物品の表示順を品名順にしました。 

「患者画面」＞「物品」タブで物品登録する際の候補の表示順を 50 音順で表示するようにしました。 

 

※名称の頭文字が漢字、数字など混在している場合「記号＞数字＞英語＞文字」の優先順位で表示されます。 

 小文字・大文字・半角・全角なども並び順に影響します。 

 

 

 

「マスタから追加」を押し、物品名を

選択する際の候補表示順が 50 音順に

なりました。 
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18. 処置内の品目を個別に削除／再登録した場合に対象品目が重複して 

表示される不具合を修正しました。 

カルテに物品を追加後、患者の物品タブで処置内の物品を個別に削除・再登録した場合にカルテ上で 

対象物品が重複して表示される不具合を修正しました。 

 

 

19. 予定登録時に同行者を入れられるようにしました。 

「在宅予定」＞「一覧表示」や、「患者画面」＞「カレンダー」から患者の訪問予定を登録する際に、 

同行者の設定ができるようになりました。 

同行者を設定すると、「一覧表示」や「患者画面」＞「カレンダー」の予定編集画面で表示されます。 

※登録した同行者情報を削除したい場合は、予定変更ポップアップを開き赤い×マークを押してください。 

※同行者設定をした患者は、次回予約登録時に前回設定した同行者情報が引き継がれます。 

 

 

 

20. 月予定のコピー時に件名のコピー有無を選択できるようにしました。 

「在宅予定」＞「月表示」で予定コピーする際、イベントを除外してコピーできるようになりました。 

 

 

同行者に設定された人は在宅予定の 

一覧表示で薄い文字色で表示されます。 

同行者側の人アイコンをクリックして 

削除を押すと、他の人に表示されていた 

予定情報も消えてしまうのでご注意ください。 

情報 

コピーしたくない場合は、チェックを外し

てください。 
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21. 提携先クリニックの在宅予定は変更できないようにしました。 

⇒ 2/3 に実装を取りやめ元の仕様に戻しました。 

 

 

22. 準備カルテ作成時の「前回カルテ」のコピー元から「その他」と「文書」を 

除外しました。 

「在宅予定」＞「一覧表示」から準備カルテ一括作成をする際、「前回カルテ」をコピー元に選択した時は 

コピー元の対象から診療タイプ「その他」と「文書」のカルテを除外しました。 

※診療タイプ未選択のカルテも引用元対象外となります。 

 

 

 

23. iPad や iPhone で、在宅予定で表示されている診療タイプが、カルテ新規 

作成時に反映されない不具合を修正しました。 

 

 

24. 外来受診予約票に曜日の表示を追加しました。 

「外来」＞「外来受付」から出力する「外来受診予約表」に曜日が印字されるようになりました。 
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25. 外来予約の週表示、日表示のデザインを見直しました。 

「外来」＞「外来予約画面」の各表示方法や動作を統一しました。 

 

 

26. 外来受付からカルテ入力に遷移する際の確認でキャンセルしても機能しない 

不具合を修正しました。 

「外来」＞「外来受付」で患者名右横の鉛筆マークを押すと「中断のカルテが存在しますが、カルテ入力 

しますか？」と表示されます。これにキャンセルを選択すると外来受付に戻るようになりました。 

 

 

 

27. ORCA で患者登録後にモバカルの外来受付を修正すると、カルテ作成時に 

保険・公費が正しくセットされない場合がある不具合を修正しました。 

 
 

 

28. 職種別文書の患者の並びを 50 音順に統一しました。 

「記録・文書」＞「職種別文書」の患者一覧の並びが 50 音順になりました。 
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29. 職種別文書の FAX 送信時のタイムアウトの時間を長くしました。 

 

 

30. 記録・文書＞一括処理をする際に非アクティブにしたユーザーは 

表示しないようにしました。 

「記録・文書」＞「一括処理」＞「一括作成」の文書作成時「医師」のプルダウンに非アクティブユーザーは

表示されなくなりました。 

 

 

31. レセプト＞施設別一覧で「送信済み」ステータス表示を追加しました。 

「レセプト」＞「施設別一覧」で「送信済み」ステータスの表示を追加しました。 

日付の右側に ORCA 送信済の場合は（送）、ORCA で登録済の場合は（済）と表示されます。 

ちゃお連携の場合は、レセコン側との設定内容によって（済）表記が表示される場合があります。 

 

 

 

32. レセプト>予定実績管理で居宅・施設の絞り込み「なし」を指定できるように

しまた。 

「レセプト」＞「予定実績管理」で条件検索する際、施設の絞り込み条件に「居宅」「外来」を追加しました。 

※「未選択」を選択した場合は、全ての患者が表示されます。 
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33. 収納管理の請求書に自費を項目ごとに金額を表示するようにしました。 

（日レセクラウド連携） 

日レセクラウドの収納管理で診区 950、960 は項目ごとに金額取得できるようにしました。 

診区 950、960 が 2 つ以上の項目があった場合、請求書で診区ごとに金額が一まとまりになっていた 

仕様を、それぞれの項目の金額が反映されるようになりました。 

 

 

34. 検査カテゴリを非表示にできるようにしました。 

「設定」＞「2-5.検査カテゴリ」で検査カテゴリを「非表示」に設定できるようになりました。 

非表示にチェックするとカテゴリごとカルテ入力画面の入力支援メニューに表示されなくなります。 

 

 

 

 


